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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　操作部と、前記操作部との着脱が自在である挿入部とを有する内視鏡であって、
　前記操作部に設けられ、前記操作部の操作に応じて出力される操作信号と、電源から供
給される電力に応じて出力される電力信号と、を合成して合成信号を出力する信号合成部
と、
　前記操作部に設けられ、前記信号合成部から出力される合成信号を、前記挿入部に対し
て無接点にて送信する信号送信手段と、
　前記挿入部に設けられ、前記合成信号を無接点にて受信する信号受信手段と、
　前記挿入部に設けられ、前記信号受信手段において受信した前記合成信号を、前記操作
信号と前記電力信号とに分離して出力する信号分離部と、
　前記挿入部内に設けられ、前記信号分離部から出力される前記電力信号に基づいて、前
記挿入部内において利用される電力を生成する電力生成手段と、
　を有することを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記操作部および前記挿入部は、各々、内部に第１の導光手段および第２の導光手段を
有し、前記挿入部が前記操作部に接続されることにより、前記操作部が有する第１の導光
手段と、前記挿入部が有する第２の導光手段とが連通されることを特徴とする請求項１記
載の内視鏡。
【請求項３】
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　操作部と、挿入部と、前記操作部との着脱が自在であり、前記挿入部を前記操作部に接
続するための接続アダプタを有する内視鏡であって、
　前記操作部に設けられ、前記操作部の操作に応じて出力される操作信号と、電源から供
給される電力に応じて出力される電力信号と、を合成して合成信号を出力する信号合成部
と、
　前記操作部に設けられ、前記信号合成部から出力される合成信号を、前記接続アダプタ
に対して無接点にて送信する信号送信手段と、
　前記接続アダプタに設けられ、前記合成信号を無接点にて受信する信号受信手段と、
　前記接続アダプタに設けられ、前記信号受信手段において受信した前記合成信号を、前
記操作信号と前記電力信号とに分離して出力する信号分離部と、
　前記接続アダプタ内に設けられ、前記信号分離部から出力される前記電力信号に基づい
て、前記接続アダプタ内において利用される電力を生成する電力生成手段と、
　を有することを特徴とする内視鏡。
【請求項４】
　前記操作部および前記接続アダプタは、各々、内部に第１の導光手段および第２の導光
手段を有し、前記接続アダプタが前記操作部に接続されることにより、前記操作部が有す
る第１の導光手段と、前記接続アダプタが有する第２の導光手段とが連通されることを特
徴とする請求項３記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、体腔内などに挿入され、内視鏡検査等を行う内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、内視鏡装置は医療分野等において広く用いられている。特に、医療分野にお
ける内視鏡装置は、術者が被検体である生体内の検査、観察等の処置を行うという用途に
おいて主に用いられている。生体内の検査、観察等の処置を行うために用いられる内視鏡
としては、例えば、特許文献１において提案されているようなものがある。前記特許文献
１において提案されている内視鏡は、主に、挿入部と、操作部とからなり、挿入部と操作
部とが一体に構成されている。
【特許文献１】特開２０００－１５７４８６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、前記特許文献１の従来例においては、操作部と挿入部とが一体に構成さ
れているため、所望の仕様の挿入部を有する内視鏡を全て揃えておく必要があり、このた
め、設備の量や管理の煩雑さが増大してしまい、その結果、検査コストに影響を及ぼして
しまうといった問題点があった。
【０００４】
　本発明は、前述のような点に鑑みてなされたものであり、挿入部と操作部とを着脱自在
にして挿入部を交換可能とすることにより、操作部の共通化を図り検査コストを低減する
ことができる内視鏡を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明における内視鏡は、操作部と、前記操作部との着脱が自在である挿入部とを有す
る内視鏡であって、前記操作部に設けられ、前記操作部の操作に応じて出力される操作信
号と、電源から供給される電力に応じて出力される電力信号と、を合成して合成信号を出
力する信号合成部と、前記操作部に設けられ、前記信号合成部から出力される合成信号を
、前記挿入部に対して無接点にて送信する信号送信手段と、前記挿入部に設けられ、前記
合成信号を無接点にて受信する信号受信手段と、前記挿入部に設けられ、前記信号受信手
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段において受信した前記合成信号を、前記操作信号と前記電力信号とに分離して出力する
信号分離部と、前記挿入部内に設けられ、前記信号分離部から出力される前記電力信号に
基づいて、前記挿入部内において利用される電力を生成する電力生成手段と、を有する。
　本発明における内視鏡は、操作部と、挿入部と、前記操作部との着脱が自在であり、前
記挿入部を前記操作部に接続するための接続アダプタを有する内視鏡であって、前記操作
部に設けられ、前記操作部の操作に応じて出力される操作信号と、電源から供給される電
力に応じて出力される電力信号と、を合成して合成信号を出力する信号合成部と、前記操
作部に設けられ、前記信号合成部から出力される合成信号を、前記接続アダプタに対して
無接点にて送信する信号送信手段と、前記接続アダプタに設けられ、前記合成信号を無接
点にて受信する信号受信手段と、前記接続アダプタに設けられ、前記信号受信手段におい
て受信した前記合成信号を、前記操作信号と前記電力信号とに分離して出力する信号分離
部と、前記接続アダプタ内に設けられ、前記信号分離部から出力される前記電力信号に基
づいて、前記接続アダプタ内において利用される電力を生成する電力生成手段と、を有す
る。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明の内視鏡は、挿入部と操作部とを着脱自在にして挿入部を交換可能とすることに
より、操作部の共通化を図り検査コストを低減することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
【０００８】
（第１の実施形態）
　図１から図１１は、本発明の第１の実施形態に係るものである。図１は、本実施形態に
係る内視鏡の構成を説明するための図である。図２は、本実施形態に係る内視鏡の操作部
の構成を説明するための図である。図３は、本実施形態に係る内視鏡の挿入部の構成を説
明するための図である。図４は、本実施形態に係る内視鏡のスコープコネクタが接続され
る内視鏡システム制御装置の概略構成図である。図５は、本実施形態に係る内視鏡の操作
部および挿入部の内部構成を示すブロック図である。図６は、本実施形態に係る内視鏡の
挿入部に設けられた、撮像ユニットの内部構成を示すブロック図である。図７は、本実施
形態に係る内視鏡の挿入部に設けられた、センシングユニットの内部構成を示すブロック
図である。図８は、本実施形態に係る内視鏡の挿入部に設けられた、モーション制御ユニ
ットの内部構成を示すブロック図である。図９は、本実施形態に係る内視鏡の第１の変形
例を示す構成を説明するための図である。図１０は、本実施形態に係る内視鏡システム制
御装置に、従来型の内視鏡を接続した場合の構成を説明するための図である。図１１は、
本実施形態に係る内視鏡システム制御装置に、従来型の内視鏡を接続する際に用いるアダ
プタの断面図である。
【０００９】
　内視鏡１は、操作部２と、挿入部３とからなる。操作部２は、コネクタ部２ａを有し、
図２に示すように、ボールプランジャー２ｂがコネクタ部２ａの内周面上に設けられてい
る。また、挿入部３の外周面には、図３に示すように、周溝３ｂが設けられている。ボー
ルプランジャー２ｂは、周溝３ｂに対して係合できる構造となっており、該構造により、
操作部２と挿入部３とは着脱自在かつ回動自在な構成となっている。
【００１０】
　操作部２からは、ユニバーサルコード４が延出しており、挿入部３からは、チューブユ
ニット５が延出している。ユニバーサルコード４の先端部には、スコープコネクタ６が設
けられ、スコープコネクタ６の外周面には、周溝６ａが設けられている。スコープコネク
タ６は、周溝６ａにより、後述する内視鏡システム制御装置３０と無接点にて着脱自在な
構成となっている。また、チューブユニット５の先端部には、チューブコネクタ７が設け
られ、後述する内視鏡システム制御装置３０と着脱自在な構成となっている。また、チュ
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ーブユニット５の内部には、送気、送水等を行うための各種管路５ａが設けられている。
さらに、チューブユニット５は挿入部３と着脱自在な構成となっている。
【００１１】
　操作部２は、外表面上に、トラックボール８と、スコープスイッチ類９とが設けられて
いる。トラックボール８は、球状に形成され、術者により回動もしくは押圧されることに
より、湾曲動作、設定変更等の各種操作等を行うことができる。スコープスイッチ類９は
、術者により押圧等が行われることにより、送気、送水等の各種操作を行うことができる
。
【００１２】
また、操作部２は、図２に示すように、制御回路１０と、送受信回路１１ａおよび１１ｂ
と、送受信アンテナ１２と、送受信コイル１３ａおよび１３ｂと、センサ１４ａおよび１
４ｂと、ライトガイドファイバ１７ａとを内部に有する。
【００１３】
　挿入部３は、図３に示すように、複数の管路を有する各種管路３ａと、ライトガイドフ
ァイバ１７ｂと、送受信コイル１８ａおよび１８ｂと、送受信回路１９ａおよび１９ｂと
、漏水検知口金２０と、アングル用部材２１と、撮像素子２２と、後述する接触センサ６
８ａと、後述する透明度センサ６８ｃとを内部に有する。なお、挿入部３には、前述した
ものの他に、モーション制御ユニット６９等が設けられているが、図３においては図示し
ないものとし、作用等の詳細な説明は後述するものとする。
【００１４】
　各種管路３ａは、挿入部３にチューブユニット５が接続された際に、チューブユニット
５の内部に設けられた各種管路５ａと連通する構造となっており、該構造により、被検体
内部に対して送気、送水等を行うことができる。
【００１５】
　アングル用部材２１は、挿入部３の先端部に設けられており、トラックボール８を術者
が操作することにより、後述するモーション制御ユニット６９の制御内容に応じて挿入部
３の先端部を湾曲させることができる。
【００１６】
　制御回路１０は、トラックボール８に接続されている、センサ１４ａおよび１４ｂと、
スコープスイッチ類９とから、術者が行った操作の内容を信号として受信し、該信号の状
態に基づき、各部に所定の制御信号を送信する。また、制御回路１０は、送受信アンテナ
１２と接続されており、送受信アンテナ１２を介して、後述する内視鏡システム制御装置
３０に対し、所定の制御信号の送受信を行う。
【００１７】
　制御回路１０は、送受信回路１１ａおよび１１ｂに接続されている。制御回路１０は、
操作部２に挿入部３が接続された際に、送受信回路１１ｂと、送受信コイル１３ａとを介
し、所定の制御信号を、挿入部３に設けられた送受信コイル１８ａに対して送信する。ま
た、制御回路１０は、操作部２に挿入部３が接続された際に、挿入部３に設けられた送受
信コイル１８ｂから送信される、映像信号である撮像信号および制御信号を、送受信コイ
ル１３ｂと、送受信回路１１ａとを介して受信する。そして、制御回路１０は、受信した
前記撮像信号および前記制御信号を、スコープコネクタ６の内部に設けられた撮像信号変
調部１５に対して送信する。撮像信号変調部１５は、内視鏡システム制御装置３０にユニ
バーサルコード４が接続された際に、前記撮像信号および前記制御信号の周波数変調を行
った後、送受信コイル１６ａを介し、内視鏡システム制御装置３０に対して前記撮像信号
および前記制御信号の送信を行う。
【００１８】
　送受信コイル１３ａおよび１３ｂは、断面形状が円環状に構成されているため、操作部
２に挿入部３が接続された際に、電磁誘導により、同様の構成を有する送受信コイル１８
ａおよび１８ｂと、無接点にて各種信号の送受信ができる。また、送受信コイル１６ａお
よび１６ｂも、送受信コイル１３ａおよび１３ｂと同様に断面形状が円環状に構成されて
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いるため、内視鏡システム制御装置３０にユニバーサルコード４が接続された際に、電磁
誘導により、内視鏡システム制御装置３０に設けられた、送受信コイル３１ａおよび３１
ｂと、無接点にて各種信号の送受信ができる。
【００１９】
　なお、操作部２および挿入部３に設けられた各部の駆動に必要な電力は、内視鏡システ
ム制御装置３０において信号化された電力信号として、操作部２および挿入部３に供給さ
れる。すなわち、内視鏡システム制御装置３０から送信された電力信号は、送受信コイル
３１ａから、送受信コイル１６ａに対して無接点にて送信された後、送受信回路１１ｂを
介し、電力信号送信手段である送受信コイル１３ａに送信される。該電力信号を受信した
送受信コイル１３ａは、電磁誘導により、電力信号を無接点にて送受信コイル１８ａに送
信する。また、電力信号受信手段である送受信コイル１８ａは、前記電力信号を、電磁誘
導により、無接点にて受信する。
【００２０】
　操作部２およびユニバーサルコード４の内部には、図２に示すように、第１の導光手段
であるライトガイドファイバ１７ａが設けられており、また、挿入部３の内部には、図３
に示すように、第２の導光手段であるライトガイドファイバ１７ｂが設けられている。ラ
イトガイドファイバ１７ａとライトガイドファイバ１７ｂとは、挿入部３が操作部２に接
続されることにより連通する構造となっており、該構造により、内視鏡システム制御装置
３０から供給された照射光は、挿入部３の先端部から被検体内部に照射される。
【００２１】
　漏水検知用口金２０は、各種管路３ａの近傍に設けられており、各種管路３ａいずれか
において漏水が発生したことを検知できる構造を有している。
【００２２】
　送受信回路１９ａは、電力信号および制御回路１０から送信された所定の制御信号を、
送受信コイル１８ａを介して受信し、各部の駆動に必要な電力信号をＤＣ電源発生部６４
に送信し、各部に対する所定の制御信号を、アングル用部材２１、撮像素子２２等に送信
する。また、送受信回路１９ｂは、撮像素子２２が撮影した被検体内部の撮像信号等の信
号を受信し、送受信コイル１８ｂを介して制御回路１０に該撮像信号を送信する。
【００２３】
　また、本実施形態の内視鏡１のスコープコネクタ６およびチューブコネクタ７が接続さ
れる内視鏡システム制御装置３０の内部構造について、図４を参照しつつ説明を行う。
【００２４】
　内視鏡システム制御装置３０は、第１マルチコネクタ３１と、第２マルチコネクタ３２
と、パネル制御ユニット３３と、チューブコネクタ接続部３４と、映像入出力部３５と、
送受信アンテナ３６とを筐体の外表面上に有する。
【００２５】
　第１マルチコネクタ３１は、内部に送受信コイル３１ａおよび３１ｂと、ボールプラン
ジャー３１ｃと、絞りユニット３１ｄとを内部に有する。
【００２６】
　送受信コイル３１ａおよび３１ｂは、断面形状が円環状に構成されているため、内視鏡
システム制御装置３０にユニバーサルコード４が接続された際に、電磁誘導により、同様
の構成を有する送受信コイル１６ａおよび１６ｂと、無接点にて各種信号の送受信ができ
る。　ボールプランジャー３１ｃは、第１マルチコネクタ３１の内周面上に設けられてい
る。ボールプランジャー３１ｃは、周溝６ａに対して係合できる構造となっており、該構
造により、内視鏡システム制御装置３０とユニバーサルコード４とは着脱自在な構成とな
っている。絞りユニット３１ｄは、光源であるランプ３７から供給される照射光の強弱を
調整できる。
【００２７】
　第２マルチコネクタ３２は、内視鏡システム制御装置３０の内部において、システム制
御ユニット３８に接続されており、内視鏡システム制御装置３０の外表面上において、シ
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リアルケーブル等の各種ケーブルを接続することができる。パネル制御ユニット３３は、
内視鏡システム制御装置３０の操作、制御等を行うためのスイッチ等を有している。
【００２８】
　チューブコネクタ接続部３４は、チューブコネクタ７と着脱自在な構成となっている。
チューブコネクタ７がチューブコネクタ接続部３４に接続されると、各種管路５ａと、内
視鏡システム制御装置３０の内部に設けられた各管路とが連通する。そして、内視鏡シス
テム制御装置３０の内部に設けられた各管路は、送水用ボトル４４と、副送水用ボトル４
５と、吸引用ボトル４６とに接続されている。送水用ボトル４４に接続される管路の途中
には、第１ポンプ４４ａと、第１電磁弁４４ｂと、第２電磁弁４４ｃとが設けられており
、各部が連携して、各種管路５ａが有する送水管路に対する送水量の調整を行っている。
また、副送水用ボトル４５に接続される管路の途中には、第２ポンプ４５ａが設けられて
おり、第２ポンプ４５ａは、各種管路５ａが有する送水管路に対する送水量の調整を行っ
ている。さらに、吸引用ボトル４６に接続される管路の途中には、第３ポンプ４６ａが設
けられており、第３ポンプ４６ａは、各種管路３ａが有する吸引管路と、各種管路５ａが
有する吸引管路とを通じて吸引される、生体内の体液等の吸引量の調整が行われている。
なお、前記各ポンプおよび前記各電磁弁は、ＡＷＳ（送気／送水／吸引）ユニット４１か
ら送信される制御信号の状態に基づき、個別に制御される。
【００２９】
　映像入出力部３５は、内視鏡システム制御装置３０の内部において、撮像信号処理ユニ
ット３９に接続されており、モニタ等を接続することができる。送受信アンテナ３６は、
内視鏡システム制御装置３０の内部において、送受信ユニット４２に接続されており、操
作部２に設けられた送受信アンテナ１２に対し、所定の制御信号の送受信を行う。
【００３０】
　システム制御ユニット３８は、内視鏡システム制御装置３０の各部に対して制御信号を
送信し、各部の制御を行う。撮像信号処理ユニット３９は、撮像素子２２が撮影した被検
体内部の撮像信号の処理等を行う。ランプ点灯用電源ユニット４０は、ランプ３７に対し
、ランプ３７が照射光を供給する際に必要となる電力の供給を行う。
【００３１】
　ランプ３７は、被検体内部を照射するための照射光を、ライトガイドファイバ１７ａと
、ライトガイドファイバ１７ｂとを介して供給する。ランプ３７と、ライトガイドファイ
バ１７ａとの間には、ＲＧＢフィルター４７およびターレット板４８が設けられており、
色調調整等を行うことができる。また、電源ユニット４３は、内視鏡システム３０に対し
て電力を供給すると共に、内視鏡１に対し、各々が駆動するために必要な電力を、信号化
された電力信号として供給する。
【００３２】
　次に、本実施形態の内視鏡１の操作部２および挿入部３の内部構造について、主に、図
５を参照しつつ説明を行う。
【００３３】
　操作部２の内部に設けられた制御回路１０は、トラックボール変位検出部５０と、スイ
ッチ状態変化検出部５１と、状態管理部５２と、画像メモリ５３と、状態保持メモリ５４
と、無線信号通信部５５と、ＤＣ電源発生部５６とを有する。また、センサ部１４は、図
２に示すように、センサ１４ａおよびセンサ１４ｂからなる。
【００３４】
　また、操作部２の内部に設けられた送受信回路１１ａは、状態信号復調部５７と、撮像
信号復調部５８からなり、所定の状態信号および所定の撮像信号の復調を行う。操作部２
の内部に設けられた送受信回路１１ｂは、制御信号変調部５９と、信号合成部６０からな
り、所定の制御信号および電力信号の変調および合成を行う。
【００３５】
　挿入部３の内部に設けられた送受信回路１９ａは、制御信号復調部６３と、信号分離部
６５からなり、所定の制御信号および電力信号の分離および復調を行う。挿入部３の内部
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に設けられた送受信回路１９ｂは、状態信号変調部６１と、撮像信号変調部６２からなり
、所定の状態信号および所定の撮像信号の変調を行う。
【００３６】
　トラックボール変位検出部５０は、トラックボール８が術者により回動されたことを、
センサ部１４を介して検出した後、状態管理部５２に対し、検出内容を所定の信号として
送信する。スイッチ状態変化検出部５１は、トラックボール８が術者により押圧されたこ
とおよびスコープスイッチ９が押圧等されたことを検出した後、状態管理部５２に対し、
検出内容を所定の信号として送信する。
【００３７】
　画像メモリ５３は、撮像素子２２を有する撮像ユニット７０が撮影した被検体内部の撮
像信号を記録することができる。また、状態保持メモリ５４は、例えば、不揮発性であっ
てかつ書き換えが可能な記録手段として構成され、内視鏡１の機種情報、個体別情報等が
記録されている。
【００３８】
　状態管理部５２は、図示しないＣＰＵ（中央演算装置）等を有し、操作部２および挿入
部３の各部の制御等を行う。状態管理部５２は、トラックボール変位検出部５０およびス
イッチ状態変化検出部５１から送信された所定の信号、すなわち、トラックボール８の変
位もしくは押圧の有無およびスコープスイッチ類９の押圧の有無に応じて送信される信号
の状態に基づき、無線信号通信部５５および制御信号変調部５９に対し、所定の制御、動
作等を行うための信号、すなわち、照射光の光量制御、湾曲動作等を行うための信号を送
信する。さらに、状態管理部５２は、挿入部３に設けられた、後述するセンシングユニッ
ト６８が検出した各種管路３ａの汚染状態および挿入部３の先端部の被検体内部における
接触状態と、モーション制御ユニット６９が検出した挿入部３の湾曲量と、撮像ユニット
７０が取得した撮像素子２２の増幅率とを、状態信号として受信する。そして、該信号の
状態と、状態保持メモリ５４に格納された情報の内容とに基づき、状態管理部５２は、無
線信号通信部５５および制御信号変調部５９に対し、所定の制御等を行うための信号を送
信する。また、無線信号通信部５５は、状態管理部５２から受信した所定の制御信号を、
アンテナ１２に対して送信する。また、状態管理部５２は、撮像素子２２を有する撮像ユ
ニット７０が撮影した被検体内部の撮像信号を、撮像信号復調部５８と、画像メモリ５３
とを介して受信する。
【００３９】
　ＤＣ電源発生部５６は、内視鏡システム制御装置３０から操作部２に送信された電力信
号を受信した後、電力信号を直流電力に変換し、操作部２の各部に電力を供給する。すな
わち、ＤＣ電源発生部５６は、受信した電力信号に基づいて、操作部２内において利用さ
れる電力を生成し、操作部２の各部に電力を供給する。
【００４０】
　送受信回路１１ａを構成する状態信号復調部５７は、受信した所定の状態信号の復調を
行い、状態管理部５２に対し、復調後の状態信号を送信する。また、送受信回路１１ａを
構成する撮像信号復調部５８は、受信した所定の撮像信号の復調を行い、画像メモリ５３
に対し、復調後の撮像信号を送信する。
【００４１】
　送受信回路１１ｂを構成する制御信号変調部５９は、例えば、周波数変調等により、状
態管理部５２から送信された所定の制御信号の変調を行い、信号合成部６０に対し、変調
後の制御信号を送信する。また、送受信回路１１ｂを構成する信号合成部６０は、内視鏡
システム制御装置３０から操作部２に送信された電力信号と、前記変調後の制御信号の合
成を行い、挿入部３に対して合成後の信号を送信する。
【００４２】
　送受信回路１９ｂを構成する状態信号変調部６１は、例えば、周波数変調等により、状
態信号合成部６７から送信された所定の状態信号の変調を行い、状態信号復調部５７に対
し、変調後の状態信号を送信する。また、送受信回路１９ｂを構成する撮像信号変調部６
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２は、撮像ユニット７０から送信された所定の撮像信号の変調を行い、撮像信号復調部５
８に対し、変調後の撮像信号を送信する。
【００４３】
　送受信回路１９ａを構成する制御信号復調部６３は、信号分離部６５から送信された所
定の制御信号の復調を行い、識別情報メモリ６６および撮像ユニット７０に対し、復調後
の制御信号を送信する。また、送受信回路１９ａを構成する信号分離部６５は、信号合成
部６０から送信された信号を、電力信号と所定の制御信号とに分離し、制御信号復調部６
３に対して該所定の制御信号を、また、ＤＣ電源発生部６４に対して該電力信号をそれぞ
れ送信する。
【００４４】
　電力生成手段であるＤＣ電源発生部６４は、信号分離部６５から送信された電力信号を
受信した後、電力信号を直流電力に変換し、挿入部３の各部に電力を供給する。すなわち
、ＤＣ電源発生部６４は、受信した電力信号に基づいて、挿入部３内において利用される
電力を生成し、挿入部３の各部に電力を供給する。識別情報メモリ６６は、例えば、不揮
発性であってかつ書き換えが可能な記録手段として構成され、内視鏡１の機種情報、個体
別情報等が記録されている。また、識別情報メモリ６６は、識別情報メモリ６６に格納さ
れた情報と、制御信号復調部６３から送信された制御信号の状態とに基づき、状態信号合
成部６７に所定の信号を送信する。状態信号合成部６７は、識別情報メモリ６６から送信
された前記所定の信号と、センシングユニット６８から送信された透明度信号および接触
圧信号と、モーション制御ユニット６９から送信された現在位置信号と、撮像ユニット７
０から送信された増幅率信号との合成を行い、合成後の状態信号を状態信号変調部６１に
対して送信する。
【００４５】
　撮像ユニット７０は、図６に示すように、撮像素子２２と、アナログ／デジタル変換回
路（以下ＡＤＣと記述する）であるＡＤＣ７０ａと、増幅率制御部７０ｂと、撮像素子駆
動部７０ｃとを有する。撮像素子駆動部７０ｃは、制御信号復調部６３から送信された所
定の制御信号、すなわち、撮像制御信号を受信した後、撮像素子２２と、ＡＤＣ７０ａと
、増幅率制御部７０ｂとに撮像制御信号を送信する。そして、撮像素子駆動部７０ｃは、
前記撮像制御信号の状態に基づき、前記撮像制御信号を送信した各部の駆動を行う。また
、増幅率制御部７０ｂは、撮像素子駆動部７０ｃから送信された所定の制御信号、すなわ
ち、増幅率制御信号と、前記撮像制御信号との内容に基づき、感度調整を行うための信号
、すなわち感度調整信号を撮像素子２２に送信するとともに、調整した感度に基づく増幅
率をデジタル信号に変換した増幅率信号を状態信号合成部６７に送信する。撮像素子２２
は、前記撮像制御信号と、前記感度調整信号との状態に基づき、被検体内部の撮影を行う
。撮影された被検体内部の像は、ＡＤＣ７０ａに送信される。前記被検体内部の像を受信
したＡＤＣ７０ａは、前記被検体内部の像をデジタル信号に変換し、該デジタル信号、す
なわち、撮像信号を撮像信号変調部６２に送信する。
【００４６】
　センシングユニット６８は、図７に示すように、挿入部３の先端部の被検体内部に対す
る接触状態を検出するために、挿入部３の先端部に設けられた接触センサ６８ａ（図１参
照）と、ＡＤＣ６８ｂと、各種管路３ａの内部の汚染状態を検出するために、各種管路３
ａの中において、透明チューブの部分の近傍に設けられた透明度センサ６８ｃ（図１参照
）と、ＡＤＣ６８ｄとを有する。接触センサ６８ａは、挿入部３の先端部が被検体と接触
した際の接触圧を取得し、取得した接触圧の値をＡＤＣ６８ｂに送信する。ＡＤＣ６８ｂ
は、前記接触圧の値をデジタル信号に変換し、変換後の信号である接触圧信号を状態信号
合成部６７に対して送信する。また、透明度センサ６８ｃは、照射光が被検体内において
反射されたものである反射光を受光する。そして、透明度センサ６８ｃは、受光した反射
光の強度から、透明度の値を求め、ＡＤＣ６８ｄに該透明度の値を送信する。ＡＤＣ６８
ｄは、前記透明度の値をデジタル信号に変換し、変換後の信号である透明度信号を状態信
号合成部６７に対して送信する。
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【００４７】
　モーション制御ユニット６９は、図８に示すように、エンコーダ６９ａと、挿入部３の
湾曲動作を行う際に用いられるアクチュエータ６９ｂと、アクチュエータ６９ｂを駆動さ
せるために設けられたアクチュエータ駆動部６９ｃとを有する。アクチュエータ駆動部６
９ｃは、制御信号復調部６３から送信された所定の制御信号、すなわち、目標位置信号の
状態に基づき、制御目標の位置までアクチュエータ６９ｂを駆動させる。エンコーダ６９
ａは、アクチュエータ６９ｂの駆動状態、すなわち、アクチュエータ６９ｂの現在位置信
号を、アクチュエータ駆動部６９ｃを介し、状態信号合成部６７に対して送信する。
【００４８】
　なお、本実施形態に係る第１の変形例として、図９に示すように、内視鏡１の操作部２
に、外科用軟性鏡３Ａを接続することもできる。外科用軟性鏡３Ａは、挿入部３よりも外
径が小さく構成されており、挿入部３の各種管路３ａよりも管路の本数が少ない各種管路
３ｃを有する。なお、前述した以外の部分については、外科用軟性鏡３Ａと、挿入部３と
は同様の構成等を有する。すなわち、外科用軟性鏡３Ａは、無接点にて操作部２に対して
電力信号、制御信号等を送受信することができる構造を有し、かつ、操作部２のコネクタ
部２ａに着脱自在に接続ができるような寸法形状を有している。また、外科用軟性鏡３Ａ
は、各種管路３ｃの管路の本数に対応した各種管路５ｂを有するチューブユニット５Ａを
着脱自在に接続することができる。そして、チューブユニット５Ａの先端部には、チュー
ブコネクタ７Ａが設けられ、内視鏡システム制御装置３０と着脱自在な構成となっている
。
【００４９】
　さらに、本実施形態に係る第２の変形例として、図１０に示すように、アダプタ８０を
介することにより、従来型の内視鏡１Ａを内視鏡システム制御装置３０Ａに接続すること
ができる。内視鏡システム制御装置３０Ａは、外表面上にコネクタ４９を有し、後述する
信号線８０ａと、撮像信号処理ユニット３９とを接続できるような信号線が内部に設けら
れている。なお、前述した以外の部分については、内視鏡システム制御装置３０Ａと、内
視鏡システム制御装置３０とは同様の構成等を有する。
【００５０】
　アダプタ８０は、図１１に示すように、信号線８０ａと、光導通路８０ｂと、送気／送
水管路８０ｃと、周溝８０ｄとを有している。信号線８０ａは、内視鏡システム制御装置
３０Ａの内部において、撮像信号処理ユニット３９と接続されるような構造であり、アダ
プタ８０に内視鏡１Ａが接続された際に、内視鏡１Ａが撮影した被検体内部の撮像信号を
送信することができる。光導通路８０ｂは、光ファイバ等のライトガイドであり、内視鏡
１Ａが有する図示しない導光手段、例えば、光ファイバ等のライトガイドと接続されるこ
とにより、内視鏡システム制御装置３０Ａから供給される照射光を内視鏡１Ａに対して導
光することができる。送気／送水管路８０ｃは、管路であり、アダプタ８０に内視鏡１Ａ
が接続された際に、内視鏡１Ａが有する図示しない各種管路と、内視鏡システム制御装置
３０Ａが内部に有する管路とを連通させることができる。周溝８０ｄと、ボールプランジ
ャー３１ｃとは、互いが互いに対して係合できる構造となっており、該構造により、内視
鏡システム制御装置３０とアダプタ８０とは着脱自在な構成となっている。
【００５１】
　ビデオシステムセンター８１は、従来型の内視鏡１Ａに、ケーブル８１ａを介して接続
される。また、ビデオシステムセンター８１は、コネクタ８１ｂを有し、さらに、コネク
タ８１ｂに接続されるケーブル８１ｃを介して、内視鏡システム制御装置３０Ａのコネク
タ４９と接続される。なお、コネクタ４９は、内視鏡システム制御装置３０Ａの内部にお
いて、システム制御ユニット３８と接続されている。
【００５２】
　本実施形態の内視鏡１は、操作部２に接続される部分が、無接点にて電力信号、制御信
号等を送受信することができる構造を有し、かつ、操作部２のコネクタ部２ａに接続がで
きるような寸法形状を有してさえいれば、挿入部３の種類等を問わず、操作部２と挿入部
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３との着脱は自在である。その結果、共通の操作部２を用いて、前記構造および前記寸法
形状を有する、様々な種類の挿入部３を接続することができる。
【００５３】
　また、本実施形態の内視鏡１は、操作部２と挿入部３との間において、無接点にて各種
信号の送受信ができるように構成されているため、外装の凹凸等を減らすことができ、よ
り洗條性を向上させることができる。さらに、本実施形態の内視鏡１は、腐食等により接
点が劣化することないため、電気的特性が安定である状態を保ちつつ使用することができ
る。
【００５４】
（第２の実施形態）
　図１２から図１７は、本発明の第２の実施形態に係るものである。なお、第１の実施形
態と同様の構成を有する部分については、詳細説明は省略する。また、第１の実施形態と
同様の構成要素については、同一の符号を用いて説明は省略する。
【００５５】
　図１２は、本実施形態に係る内視鏡の構成を説明するための図である。図１３は、本実
施形態に係る内視鏡のカメラヘッドアダプタの構成を説明するための図である。図１４は
、本実施形態に係る内視鏡の操作部およびカメラヘッドアダプタの内部構成を示すブロッ
ク図である。図１５は、本実施形態に係る内視鏡の変形例を示す断面図である。図１６は
、本実施形態に係る内視鏡の変形例のケーブルユニットの断面図である。図１７は、本実
施形態に係る内視鏡の変形例のケーブルユニットおよびカメラヘッドアダプタの内部構成
を示すブロック図である。
【００５６】
　図１２に示すように、本実施形態の内視鏡１Ｂは、操作部２と、接続アダプタであるカ
メラヘッドアダプタ９０と、硬性鏡３Ｂとからなる。操作部２は、第１の実施形態と同様
の構成であり、同様の構成要素を有する。カメラヘッドアダプタ９０には、図１３に示す
ように、周溝９０ａが設けられている。ボールプランジャー２ｂは、周溝９０ａに対して
係合できる構造となっており、該構造により、操作部２とカメラヘッドアダプタ９０とは
着脱自在かつ回動自在な構成となっている。また、カメラヘッドアダプタ９０は、円環状
の弾性部材等により構成された固定部材９０ｂおよび９０ｃを有する。硬性鏡３Ｂは、基
端部が二股に分かれた管路状に構成され、該２つの基端部は、固定部材９０ｂおよび９０
ｃと、それぞれ係合できる構造となっている。そして、前記構造により、カメラヘッドア
ダプタ９０と、硬性鏡３Ｂとは着脱自在な構成となっている。
【００５７】
　カメラヘッドアダプタ９０は、図１３に示すように、ライトガイドファイバ１７ｃと、
送受信コイル１８ａおよび１８ｂと、送受信回路１９ａおよび１９ｂと、撮像素子２２と
、レンズ９１と、レンズ９２とを内部に有する。
【００５８】
　レンズ９１は、撮像素子２２上において被検体内部の像が結ばれるような位置に設けら
れており、また、レンズ９２は、ライトガイドファイバ１７ｃの一端に設けられ、かつ、
硬性鏡３Ｂの基端部において、図示しないライトガイドファイバの端面部にライトガイド
ファイバ１７ｃを通った光を集光する位置に設けられている。
【００５９】
　第１の実施形態と同様、送受信コイル１８ａおよび１８ｂは、断面形状が円環状に構成
されているため、操作部２にカメラヘッドアダプタ９０が接続された際に、電磁誘導によ
り、同様の構成を有する送受信コイル１３ａおよび１３ｂと、無接点にて各種信号の送受
信ができる。なお、操作部２およびカメラヘッドアダプタ９０に設けられた各部の駆動に
必要な電力は、内視鏡システム制御装置３０において信号化された電力信号として、操作
部２およびカメラヘッドアダプタ９０に供給される。すなわち、内視鏡システム制御装置
３０から送信された電力信号は、送受信コイル３１ａから、送受信コイル１６ａに対して
無接点にて送信された後、送受信回路１１ｂを介し、電力信号送信手段である送受信コイ
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ル１３ａに送信される。該電力信号を受信した送受信コイル１３ａは、電磁誘導により、
電力信号を無接点にて送受信コイル１８ａに送信する。また、電力信号受信手段である送
受信コイル１８ａは、前記電力信号を、電磁誘導により、無接点にて受信する。また、Ｄ
Ｃ電源発生部５６は、受信した電力信号に基づいて、操作部２内において利用される電力
を生成し、操作部２の各部に電力を供給する。
【００６０】
　操作部２およびユニバーサルコード４の内部には、図１２に示すように、第３の導光手
段であり、かつ、第１の導光手段と同様の構成である、ライトガイドファイバ１７ａが設
けられており、また、カメラヘッドアダプタ９０の内部には、図１３に示すように、第４
の導光手段であるライトガイドファイバ１７ｃが設けられている。ライトガイドファイバ
１７ａとライトガイドファイバ１７ｃとは、カメラヘッドアダプタ９０が操作部２に接続
されることにより連通する構造となっており、該構造により、内視鏡システム制御装置３
０から供給された照射光は、カメラヘッドアダプタ９０のレンズ９２を介し、硬性鏡３Ｂ
の先端部から被検体内部に照射される。
【００６１】
　また、カメラヘッドアダプタ９０は、図１４に示すような内部構成となっている。硬性
鏡３Ｂは、第１の実施形態の内視鏡１における挿入部３とは異なり、アングル用部材２１
と、接触センサ６８ａと、透明度センサ６８ｃとを有しない。そのため、カメラヘッドア
ダプタ９０は、第１の実施形態の内視鏡１における挿入部３とは異なり、センシングユニ
ット６８と、モーション制御ユニット６９とを有しない。なお、前述した以外の部分につ
いては、カメラヘッドアダプタ９０と、挿入部３とは同様の構成等を有する。すなわち、
カメラヘッドアダプタ９０は、無接点にて電力信号、制御信号等を操作部２に対して送受
信することができる構造を有している。
【００６２】
　なお、本実施形態に係る変形例として、内視鏡１Ｂのカメラヘッドアダプタ９０に、図
１５に示すような、ユニバーサルコード４が一体に構成された、ケーブルユニット２Ａを
接続することもできる。
【００６３】
　ケーブルユニット２Ａは、第３の導光手段であるライトガイドファイバ１７ｄを内部に
有する。そして、ケーブルユニット２Ａの先端部には、スコープコネクタ６と同様の構成
であるスコープコネクタ６Ａが設けられている。
【００６４】
　ケーブルユニット２Ａの内部には、図１５に示すように、第３の導光手段であり、かつ
、第１の導光手段と同様の構成である、ライトガイドファイバ１７ｄが設けられており、
また、カメラヘッドアダプタ９０の内部には、図１５に示すように、第４の導光手段であ
るライトガイドファイバ１７ｃが設けられている。ライトガイドファイバ１７ｄとライト
ガイドファイバ１７ｃとは、カメラヘッドアダプタ９０が操作部２Ａに接続されることに
より連通する構造となっており、該構造により、内視鏡システム制御装置３０から供給さ
れた照射光は、カメラヘッドアダプタ９０のレンズ９２を介し、硬性鏡３Ｂの先端部から
被検体内部に照射される。
【００６５】
　また、ケーブルユニット２Ａは、図１６に示すような内部構成となっている。ケーブル
ユニット２Ａは、図１２に示す内視鏡１Ｂにおける操作部２とは異なり、トラックボール
８と、スコープスイッチ類９と、送受信アンテナ１２とを有しない。そのため、ケーブル
ユニット２Ａは、トラックボール８の変位もしくは押圧の有無およびスコープスイッチ類
９の押圧の有無を検出するために必要である、制御回路１０と、センサ１４ａおよび１４
ｂとを有しない。また、ケーブルユニット２Ａは、制御回路１０を有しないため、送受信
回路１１ａおよび１１ｂは、撮像信号変調部１５に直接接続されている。なお、前述した
以外の部分については、ケーブルユニット２Ａと、操作部２とは同様の構成等を有する。
すなわち、ケーブルユニット２Ａは、無接点にて電力信号、制御信号等をカメラヘッドア
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ダプタ９０に対して送受信することができる構造を有し、かつ、カメラヘッドアダプタ９
０に着脱自在に接続ができるような寸法形状を有している。
【００６６】
　また、ケーブルユニット２Ａは、図１７に示すように、内部において、送受信コイル１
３ａが電源端子１０２に、送受信コイル１３ｂが信号端子１００および１０１にそれぞれ
接続されている。信号端子１００および１０１と、電源端子１０２とは、それぞれが送受
信回路１１ａおよび１１ｂに接続されている。
【００６７】
　本実施形態の内視鏡１Ｂは、カメラユニット９０に接続する部分が、無接点にて電力信
号、制御信号等を送受信することができる構造を有し、かつ、カメラユニット９０に接続
ができるような寸法形状を有してさえいれば、操作部２の種類等を問わず、操作部２とカ
メラユニット９０との着脱は自在である。また、カメラユニット９０に接続ができるよう
な寸法形状を有してさえいれば、硬性鏡３Ｂの種類等を問わず、カメラユニット９０と硬
性鏡３Ｂとの着脱は自在である。その結果、共通のカメラユニット９０を用いて、前記構
造および前記寸法形状を有する、様々な種類の操作部２および硬性鏡３Ｂを接続すること
ができ、軟性鏡用システムを共用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００６８】
【図１】第１の実施形態に係る内視鏡の構成を説明するための図。
【図２】第１の実施形態に係る内視鏡の操作部の構成を説明するための図。
【図３】第１の実施形態に係る内視鏡の挿入部の構成を説明するための図。
【図４】第１の実施形態に係る内視鏡のスコープコネクタが接続される内視鏡システム制
御装置の概略構成図。
【図５】第１の実施形態に係る内視鏡の操作部および挿入部の内部構成を示すブロック図
。
【図６】第１の実施形態に係る内視鏡の挿入部に設けられた、撮像ユニットの内部構成を
示すブロック図。
【図７】第１の実施形態に係る内視鏡の挿入部に設けられた、センシングユニットの内部
構成を示すブロック図。
【図８】第１の実施形態に係る内視鏡の挿入部に設けられた、モーション制御ユニットの
内部構成を示すブロック図。
【図９】第１の実施形態に係る内視鏡の第１の変形例を示す構成を説明するための図。
【図１０】第１の実施形態に係る内視鏡システム制御装置に、従来型の内視鏡を接続した
場合の構成を説明するための図。
【図１１】第１の実施形態に係る内視鏡システム制御装置に、従来型の内視鏡を接続する
際に用いるアダプタの断面図。
【図１２】第２の実施形態に係る内視鏡の構成を説明するための図。
【図１３】第２の実施形態に係る内視鏡のカメラヘッドアダプタの構成を説明するための
図。
【図１４】第２の実施形態に係る内視鏡の操作部およびカメラヘッドアダプタの内部構成
を示すブロック図。
【図１５】第２の実施形態に係る内視鏡の変形例を示す断面図。
【図１６】第２の実施形態に係る内視鏡の変形例のケーブルユニットの断面図。
【図１７】第２の実施形態に係る内視鏡の変形例のケーブルユニットおよびカメラヘッド
アダプタの内部構成を示すブロック図。
【符号の説明】
【００６９】
１，１Ａ，１Ｂ　内視鏡、２　操作部、２Ａ　ケーブルユニット、２ａ　コネクタ部、２
ｂ，３１ｃ　ボールプランジャー、３　挿入部、３Ａ　外科用軟性鏡、３Ｂ　硬性鏡、３
ａ　各種管路、３ｂ，６ａ，８０ｄ，９０ａ　周溝、４　ユニバーサルコード、５　チュ
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８　トラックボール、９　スコープスイッチ類、１０　制御回路、１１ａ，１１ｂ，１９
ａ，１９ｂ　送受信回路、１２，３６　送受信アンテナ、１３ａ，１３ｂ，１６ａ，１６
ｂ，１８ａ，１８ｂ，３１ａ，３１ｂ　送受信コイル、１４　センサ部、１４ａ，１４ｂ
　センサ、１５　撮像信号変調部、１７ａ，１７ｂ，１７ｃ，１７ｄ　ライトガイドファ
イバ、２０　漏水検知用口金、２１　アングル用部材、２２　撮像素子、３０，３０Ａ　
内視鏡システム制御装置、３１　第１マルチコネクタ、３１ｄ　絞りユニット、３２　第
２マルチコネクタ、３３　パネル制御ユニット、３４　チューブコネクタ接続部、３５　
映像入出力部、３７　ランプ、３８　システム制御ユニット、３９　撮像信号処理ユニッ
ト、４０　ランプ点灯用電源ユニット、４１　ＡＷＳユニット、４２　送受信ユニット、
４３　電源ユニット、４４　送水用ボトル、４４ａ　第１ポンプ、４４ｂ　第１電磁弁、
４４ｃ　第２電磁弁、４５　副送水用ボトル、４５ａ　第２ポンプ、４６　吸引用ボトル
、４６ａ　第３ポンプ、４７　ＲＧＢフィルター、４８　ターレット板、４９，８１ｂ　
コネクタ、５０　トラックボール変位検出部、５１　スイッチ状態変化検出部、５２　状
態管理部、５３　画像メモリ、５４　状態保持メモリ、５５　無線信号通信部、５６，６
４　ＤＣ電源発生部、５７　状態信号復調部、５８　撮像信号復調部、５９　制御信号変
調部、６０　信号合成部、６１　状態信号変調部、６２　撮像信号変調部、６３　制御信
号復調部、６５　信号分離部、６６　識別情報メモリ、６７　状態信号合成部、６８　セ
ンシングユニット、６８ａ　接触センサ、６８ｂ，６８ｄ，７０ａ　ＡＤＣ、６８ｃ　透
明度センサ、６９　モーション制御ユニット、６９ａ　エンコーダ、６９ｂ　アクチュエ
ータ、６９ｃ　アクチュエータ駆動部、７０　撮像ユニット、７０ｂ　増幅率制御部、７
０ｃ　撮像素子駆動部、８０　アダプタ、８０ａ　信号線、８０ｂ　光導通路、８０ｃ　
送気／送水管路、８１　ビデオシステムセンター、８１ａ，８１ｃ　ケーブル、９０　カ
メラヘッドアダプタ、９０ｂ，９０ｃ　固定部材、９１，９２　レンズ、１００，１０１
　信号端子、１０２　電源端子
代理人　　弁理士　　伊　藤　　進
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